
　

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
劣
悪
な
労
働
条
件
で
働
く
人
々
が
激

増
し
て
い
る
背
景
に
偽
装
請
負
問
題
が
あ
る
―
―
日
本
共
産
党
の
市
田
忠
義

書
記
局
長
は
13
日
、
参
院
予
算
委
員
会
で
、
派
遣
大
手
「
ク
リ
ス
タ
ル
グ
ル
ー

プ
」
の
受
け
入
れ
企
業
の
新
資
料
を
提
示
。
受
け
入
れ
企
業
が
直
接
雇
用
の

努
力
義
務
を
順
守
す
る
な
ど
厳
し
く
指
導
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。
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ご相談は
お気軽に

クリスタルグループから 100 人以上の労働

者の供給を受けていた事業所と人数

（日本共産党・市田忠義書記局長調べ）

●キャノングループ	  7 事業所　3033 人

●松下グループ	 	 13 事業所　2701 人

●ソニーグループ	 	 5 事業所　1485 人

●東芝グループ	 	  4 事業所　 855 人

●�その他　リコー、ダイキン、テルモ、カ

シオ、三洋電機、日立、日産、シャープ

などの 70 事業所　11753 人

働いても働いても豊かになれない貧困層

　

今
月
3
日
、
大
阪
労
働
局
か
ら
悪
質
な

偽
装
請
負
で
行
政
処
分
を
受
け
た
の
が
、

ク
リ
ス
タ
ル
グ
ル
ー
プ
の
業
務
請
負
会
社

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
」（
本
社
・
大
阪
市
）。

ク
リ
ス
タ
ル
グ
ル
ー
プ
か
ら
百
人
以
上
の

派
遣
を
受
け
て
い
る
事
業
所
に
は
、
キ
ャ

ノ
ン
、
松
下
、
ソ
ニ
ー
な
ど
名
だ
た
る
大

企
業
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
こ
れ

ら
の
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
直
接
雇
用
へ
の

責
任
を
厳
格
に
果
た
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

■�

政
府
は
大
企
業
に
直
接
雇
用
の

責
任
を
果
た
さ
せ
よ

　

派
遣
・
請
負
と
い
う
劣
悪
な
労

働
形
態
が
、
な
ぜ
広
が
っ
て
い
る

の
か
。
市
田
氏
は
、パ
ネ
ル
（
図
）

を
示
し
て
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　

製
造
業
者
に
と
っ
て
、
労
働
者

を
1
人
雇
え
ば
福
利
厚
生
費
を
含

め
時
給
で
約
３
千
５
百
円
が
か
か

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
派
遣
会

社
か
ら
派
遣
し
て
も
ら
う
場
合
は

約
２
千
５
百
円
、
受
け
入
れ
先
の

製
造
業
者
に
は
約
千
円
の
も
う
け

が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
会

社
は
労
働
者
に
千
円
し
か
払
わ
な

い
の
で
、
こ
こ
に
も
千
５
百
円
の

も
う
け
が
発
生
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
受
け
入
れ
先
の
製
造

業
者
と
派
遣
・
請
負
会
社
の
双
方

に
も
う
け
が
で
る
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
を
悪
用
し
、
実
際
は
派
遣
な

の
に
請
負
を
装
い
、
受
け
入
れ
先

企
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
実
績
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
の

が
偽
装
請
負
で
す
。

　

自
民
党
政
府
は
、
度
重
な
る
労

働
法
政
の
改
悪
で
派
遣
労
働
を
規

制
緩
和
、
結
果
と
し
て
偽
装
請
負

を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。

かかる
年金、健康保険料などの

福利厚生費を含めると

2006 年 10 月 13日、参院予算委員会・市田忠義参院議員提出資料
（大阪 A社の現場労働者からの聞き取りをもとに作成）



北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議

　

北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
）
は
、
10
月
9
日
、
国
際
社
会
の
強

い
懸
念
と
非
難
を
押
し
切
っ
て
、
核
実

験
を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。

　

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
国
連
安
全

保
障
理
事
会
が
全
会
一
致
で
採
択
し
た

議
長
声
明
を
も
無
視
し
た
、
国
際
平
和

に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
唯
一

の
被
爆
国
民
と
し
て
看
過
で
き
な
い
。

　

本
区
は
、
昭
和
61
年
に
平
和
都
市
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
人
類
共
通
の
悲

願
で
あ
る
核
兵
器
の
廃
絶
と
、
平
和
で

自
由
な
共
同
社
会
の
実
現
に
む
け
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
交
際
平
和

並
び
に
区
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
立

場
か
ら
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
し
厳

重
に
抗
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

右
、
決
議
す
る
。

　
　

平
成
18
年
10
月
11
日

東
京
都
北
区
議
会

明治公園 10 ・ 14 大集会に 2万 7000 人

日本共産党志位和夫委員長の話を聞く 10・14 大集会の参加者

　

以
下
は
、
北
区
議
会
が
11
日
の
最

終
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で

採
択
し
た
決
議
の
全
文
で
す
。

　

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
２
万
７
千

人
が
「
教
育
基
本
法
改
悪
法
案

は
廃
案
に
」
と
大
合
唱
。
14
日
、

「
10
・
14
教
育
基
本
法
改
悪
反
対

大
集
会
in
東
京
」（
実
行
委
員
会

主
催
）
が
明
治
公
園
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
臨
時
国
会
で
安
倍
政
権
が

ね
ら
う
教
基
法
の
改
悪
。
日
本
共

産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
、
前

国
会
の
論
戦
を
通
じ
て
、
政
府
提

出
の
法
案
が
、
子
ど
も
の
未
来
を

奪
い
、
憲
法
に
反
す
る
大
問
題
を

持
っ
て
お
り
、
廃
案
に
す
る
し
か

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

指
摘
。
東
京
都
の
「
日
の
丸
・
君

が
代
」
強
制
に
対
し
、
違
憲
・
違

法
と
し
た
9
・
21
東
京
地
裁
判
決

の
画
期
的
意
義
に
ふ
れ
た
あ
と
、

子
ど
も
た
ち
を
激
し
い
競
争
に
か

り
た
て
、「
勝
ち
組
」「
負
け
組
」

へ
と
ふ
り
わ
け
る
安
倍
首
相
の

「
教
育
再
生
」
プ
ラ
ン
を
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

　
〝
教
育
破
壊
〟
の
教
基
法
改
悪

法
案
は
、
何
と
し
て
も
廃
案
に
追

い
込
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

　教育の次は、憲法 9条の改悪が

ねらいです。私も集会に「赤羽東

九条の会」のみなさんとともに参

加してきました。（のの山けん）


